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1.は じめ に

国際会 計基準審議会(InternationalAccountingStandardsBoard:以 下IASB

とす る)の 作 成 す る会 計 基 準 は 国 際 財 務 報 告 基 準(InternationalFinancial

ReportingStandards:以 下IFRSと す る)と 呼 ばれ,こ のIFRSを 何 らか の形 で 自

国の会計基準 に導入す る動 きが世界規模 で進 んでいる。会計基準 の コンバ ー ジェンス

(収斂)に 注 目が集 ま った時期 を経 て,現 在は会計基準 をIFRSに 近づ けて い く努力 よ

りも,す で にできあが ってい るIFRSを,そ の まま もしくは何 らか の形 で 自国 の会計

基準 として取 り入 れるア ドプ ション(採 用)と 呼ばれる適用形態 に大 き くシフ トして

いる。

2007年11月,ア メ リカの証券取引委員会(SecuritiesandExchangeCommittee:

以下SECと す る)は,ま ずIFRSを 採用す る外 国企業 に対 して課 していたア メ リカ基

準 との差異調整 表を廃止す ることを表 明1,2008年11月 には一定の条件を付与 しては

い るが,ア メ リカ国内企業 に対 して もIFRSを 会 計基準 として採用す る ことを段階 的

に検討 しは じめ ることを決定 した2。 これは歴史 的な出来事 であ った。 また世界 の会

計 基準 を リー ドして きた ア メ リカの会 計基 準設 定 主体 で あ る財務 会計 基準 審 議会

(FinancialAccountingStandardsBoard:以 下FASBと す る)も この方針 に従 って,

IASBと の間で定期的 に会合を持 ちなが ら共 同で積極的 に基準調整 をおこな っている3。
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このア メ リカの方 向転換 は 日本 を は じめ,世 界各地 でIFRSの ア ドプ シ ョンを検討

して いる国々 に大 きな影 響 を与 えた。IFRSは す でに世界110力 国以 上で採用 され て

お り4,ま さにグローバル な統一・基準 としての地位 を確 かな ものに している。

統一 的な会計基準 の適用 にはさまざまな論議 がある。 しか し長期 的に見 れば企業情

報 の比較可能性 の確保 や管理 コス トの軽減 な ど,企 業 を取 り巻 く利害 関係者 や企業 の

会計 ・開示制度 に大 きなメ リッ トを与 える。今後,会 計基準 の統一化 がすす む ことを

想定す る と,次 段 階 として統一基準 で作成 された会計情報 の利用 しやす さが問題 とな

る。 これに適合 す る財務報告用 のコ ンピュータ言語 がXBRLで あ る。XBRLは 財務情

報の2次 利用 を想定 しており,財 務報告形式のグローバルスタ ンダー ドを目指 している。

本論 文で は,IFRSを 取 り巻 く世界 的な動向,な らびにXBRLの 世界各 国への浸透

状況等 を見 なが ら,IASBがIFRSの 普及 とともにXBRLの 普 及 に も非常 に積極 的に取

り組 んで いる ことに注 目し,会 計基 準(IFRS)と 報告様式(XBRL)の 動 向 につ い

て考察 を試 みる。

2.IFRSを 取 り巻 く動 向

(1)グ ローバ ル基準 とな ったIFRS

IFRSの 歴 史 は,1973年 に 創 設 さ れ た 国 際 会 計 基 準 委 員 会(International

AccountingStandardsCommittee:以 下IASCと す る)に 遡 る。 この委員会 は多 国

籍企業 の台頭 によ り,国 ごとに異 な っている会計基準 が企業活動 の妨 げになる ことを

危惧 し,主 要 国の職業会計士 団体 によ って会計基準 の調和 を 目指す ために設立 された

民 間 機 関 で あ っ た5。 作 成 さ れ る会 計 基 準 は 国 際 会 計 基 準(International

AccountingStandards:以 下IASと す る)と 名付 け られ た。IASは 代替案 の多 い会

計基準 で あ り,世 界的 に も大 き く注 目され るこ とはなか ったが,1987年 頃 よ り世界

各 国の証券市場 を管理 す る政府 機関 が加盟 す る証券 監督者 国際機構(10SCO)が 関

与 す ることによ って,洗 礼 され た会計基 準へ と変貌 を遂 げる こととな る。2001年 に

はIASCは 国際会計基準審議会(IASB)へ と名称 および大幅 な組織変更 をお こない,

会計 基準 はIFRSと して公 表 され るよ うにな った。2005年 よ りEUが 域 内の上 場企業

の連結財務諸表 にIFRSを 強制適用 したこ とがき っかけ とな り,何 か らの形 でIFRSを

採用 す る国 は前述 した よ うに110力 国を超 えて いる。2010年 には ブラジル,2011年

には韓 国,イ ン ド,2012年 にはシンガポールがIFRSを 会計 基準 として採用す る予定で

ある6。

(2)ア メ リカのIFRSへ の対応 の変化

ア メ リカ は前 述 した よ うに,2007年11月,SECに 登録 す る外 国企 業 に対 して,
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IFRSに 基づ いて作成 され た財務諸 表を差異調整 表な しで受 け入 れ るこ とを表明 し,

2008年11月 には ひとつ の国,ひ とつ の市 場 において2つ の会計基準 が存在 す るこ と

を問題 視 し,比 較 可能性 の観 点か らアメ リカ国内企業 について もIFRS適 用 の検討 を

開始す ることを表明 した。2011年 にすべての アメ リカ企業 にIFRS適 用を義務づ ける

か否 か決定す る として いる。 ただ,ア メ リカの スタ ンスは現在 のIFRSを その まま受

け入 れ るので はな く,IASBとFASBと の共 同作業 によ ってIFRSを アメ リカの思想 が

より反映 された基準に変えていこうとす る意 図が含 まれていることを忘れてはならない。

SECがIFRSの ア ドプ シ ョンを検討 し始めた理 由につ いて はさまざまな指摘 がある。

た とえば,IFRS(当 時 はIAS)が10SCOに よる承認 を受 けEUを は じめ世 界各国がIF

RSの 使用 を検討 し始 めた こ と,ア メ リカ基準 がエ ンロ ン ・ワール ドコムな どの粉飾

決算 問題 を受 けて世界 的な信用 を失 って しま った こと,ア メ リカ国内において他 国企

業へ の投資 が活発 にな っている こと,ア メ リカの複雑 かつ詳細 な会計基準 が敬遠 され

るよ うにな ってきた こと,な どが挙 げ られるが,電 子 開示 の進展 によ って,財 務諸表

のXBRL化 が世界 的に進 む傾 向 にあ った こと もその理 由の ひ とつ として指摘 できるの

ではないだろ うか。

開示書類 をXBRL形 式 のデー タで作成 す る場合 には,会 計基準 に適合 したタク ソノ

ミの開発 や保守 が必要 となる。 タク ソノ ミは会計基準 ごとに作成 されるため,ア メ リ

カはアメ リカ基準 のタク ソノ ミを,日 本 は 日本基準 のタ クソノ ミを開発 ・保守 しなけ

ればな らな い。今 後IFRSに よ るコンバ ー ジェンスが進ん でい くこ とを想定 すれ ば,

アメ リカが コス トのかか るタク ソノ ミの開発 ・保守 を嫌 い,一 方 でIASBが 積極的 に

タク ソノ ミの開発 ・保守 をお こな っている ことをア ドプ シ ョンの考慮要件 のひ とつ と

した ことも否定 できない と考 え られる。

(3)日 本 のIFRSへ の対応

日本 は2007年8月 に財 務 会 計 基 準 委 員 会(AccountingStandardsBoardof

Japan:以 下ASBJと す る)とIASBの 間で締結 され た 「東京合意」 に基づ いて,日 本

基準 とIFRSの コ ンバ ージ ェンスを加 速化すべ く具体 的な作業 を進 めて いる7。 当時 の

日本 のス タ ンスは,日 本基準 を堅 持 しつつ,IFRSと の差異 を解消 してい くとい うも

ので,IFRSの ア ドプシ ョンを意 味す る ものではなか った。 この点 について はアメ リ

カがIFRSに 対 して採用 した方針 と大 きな隔た りがあ った。

FASBの 設立 は1973年 であ るが,日 本 にお いて プライベー トセ クターの会 計基準

設定主 体で あ るASBJが 設立 されたの は2001年 で あ る。 日本 がIFRSを ア ドプシ ョン

す るのであれば,苦 労 して設立 した基準設定主体 の役割 に疑 問が呈 される ことも想定

され,そ の存続 が危惧 される とい う懸念 が生 じる可能性 があ ったのか もしれない。 し

か し,あ くまで もコンバ ー ジェンスを追求 し続 ける ことは世界 的な流 れか らは逸 れて
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ゆ く結果 とな った。

そのよ うな状況 の もと,2008年10月,日 本経済 団体連合 会 は意見書 「会 計基準 の

国際的統一・化へ のわが国の対応」 を公表 し,そ の 中でIFRSを 採用す るプ ロセ スにつ

いて検討す ることを提言 してい る。 これを受 け2009年6月,企 業会計審議会 は 「わが

国における国際会計基準 の取 り扱 い について(中 間報 告)」 を公表 し,IFRSを どのよ

うに採用す る ことが 日本 に とって適切 かを詳細 に検討 している。 同年7月 にはIFRS対

応会議 および各種委員会 が発足 し,経 済 団体連合会,日 本公認会計士協会,財 務会計

基準機 構が一体 とな ってIFRS採 用 に向 けて対策 を講 じる ことにな ってい る。 いよい

よア ドプ ションが 目前 に迫 っている ことを感 じさせ る8。

今後 は コンバ ー ジェンスを進 めつつ,世 界 的な動 向を見 なが らア ドプ シ ョンの可能

性 につ いて も探 ってい くことになる。 日本 は これまで コンバ ー ジェンスに積極 的に取

り組 み,IFRSと の差 異を減 らす努 力を してきた。 その際,た とえば企業結 合会計 に

おける持分 プー リング法 の廃止 や後入先 出法 の廃止 な ど,日 本 の商習慣 に馴染 んだ会

計処理方法 の改廃 もコンバ ー ジェンスを進 める観点 か ら実行 してきた。 しか しア ドプ

シ ョンが検討 されている現 時点 においては,こ れまでの コンバ ー ジェンスの有用性 を

否定 は しないが,日 本 の会計基準 には 日本独 自の会計慣行 を残 しておいて もよか った

のではないだろ うか。

3.XBRLを 取 り巻 く動 向

世界各 国においてXBRL形 式のデー タが積極的 に採用 され は じめている。 ただ し,

そのス ピー ドは会計基準 の コンバ ー ジェンスに比 して遅 い と言 わ ざるを得 ない。 また

電子 開示 システム と連動 し財務諸表へ の適用 とい うよ りも金融機 関,公 共機 関,省 庁

間での効率 的なデータ交換 のために利用 されているケースが多 い。 日本 の電子 開示 シ

ステ ムで あるEDINETで は,2008年 度 よ り金融庁 に提 出す る有価 証券報告 書等 の う

ち,財 務諸表部分 はすべてXBRL形 式のデー タとす ることを義務化 し,こ のデータを

公 開 しているが,こ れは世界 的に見 て も先駆 的な取 り組 みである といわれる。

(1)ア メ リカの動 向

XBRLは もともとア メ リカで開発 された財務報告用の コ ンピュータ言語 であるが,

電子 開示 システ ムEDGARへ のXBRL形 式 によ るデー タ提 出の義務化 には慎重 なプ ロ

セスが取 られてい る9。2008年 秋以降,リ ーマ ンシ ョック等 の影 響が あ り,EDGAR

や新 しい開示 システムのIDEAへ のXBRL形 式 のデータ導入 スケ ジ ュール は大幅 に見

直 され るこ ととな った。2008年12月17日,SECは 声 明を 出 し10,義 務化 の プロセス

の修正 を公表 した11。当初 の計画 よ り半年先送 りされ,図 表1に 示す ようにな った。
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図表1EDGARシ ステムへのXBRLの 導入 時期等

適用年 適用時期 対 象 財務諸表

1年 目 2009年6月15 アメリカ企業ならびにUSGAAPを 採用する外 10-K

日以降に終了 国企業の大規模早期適用企業のうち株式時価総 IA

する会計年次 額が50億 ドル以上の企業 20-F

からの適用

2年 目 2010年6月15 上記以外の大規模早期適用企業 10-K

日以降に終了 IA

する会計年次 20-F

からの適用

3年 目 2011年6月15 USGAAPを 採用するすべての企業 10-K

日以降に終了 IA

する会計年次 20-F

からの適用
IASBの 発行するIFRSで 作成 された財務諸表を 20-F

提出している外国企業

出所: SEC,
"I

nteractive Data to Improve Financial  Reporting", January 30, 2009,

pp.20-29を 参 考 に作 成 。

アメ リカではXBRLの 導入 準備 が着 々と進んで いるが,ま だまだ課題 も指摘 されて

いる。 日本企業 と同様 にアメ リカ国内企業 において も最終 的にSECへ の提 出書類 は一・

括 して外部業者 に委託 して いる場合 が多 く12,担 当者 や担当部署 がXBRLに つ いて十

分 な知識 を持 ち合 わせ ていない ことも少 なか らず あるよ うである13。

開示書類 は企業 が公表 す る正式文書 であ り,日 本 にお いて もXBRL導 入後 に,企 業

の ミス とい うべ き多 くの問題 が発生 したが,同 様 の ことが起 きないよ うに対策 を講 じ

るべ きであろ う14。

(2)欧 州 の動 向

欧州 では,以 前 よ りXBRLが 活用 されてい るが,財 務情報 をXBRL化 し投資家へ の

情報提供 と行 うことよ りも,政 府機 関や監督官庁 による業務 の効率化 を 目指 した利用

が多 くみ られて いた15。 しか し近 年,イ ギ リスの ようにタクソノ ミの開発 に力 を注 ぐ

ことによ って企業 が積極 的にXBRLを 利用 でき る環境 が徐 々に広 が りつつあ る。

イギ リスで は,金 融監督庁(FSA)が2005年 よ り同庁 への提 出物 の様式 につ いて

XBRLを 採用 して いる。 また2003年 よ り内国税歳 入局 にお いて,XBRLを 使 用 した

申告 を受 け付 けて いるが,2010年 か らは法 人税 申告 をXBRLで の受領 に全 面的 に移

行す ることを公表 している。財務 データを コンピュータで 自動処理す ることによって,

透 明性 が高 まる とともに業務 が効率化 し,企 業 と政府(HMRevenueCustoms)の
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双方 に とって コス ト削減 につなが る としてい る16。また政府機 関での利用 のみ な らず

XBRLUKは イギ リス基準 に対応 したタ クソノ ミを作成 し,そ の普及 に努 めている。

イギ リスでは 「UK-IFRSタ クソノ ミ」 および 「UK-GAAPタ クソノ ミ」 の2つ のタク

ソノ ミが用意 されてい る。上場企 業 の連結財務 諸表 にはIFRSが 強制適用 されて いる

が,上 場企業 の個 別財務諸表 や非 上場企業 ではIFRSの 適用 は容認 に とどま る。 これ

らの企業 はイギ リス基準 を使用 す るこ とができ るため,2種 類 のタ クソノ ミが用意 さ

れているのである。今後,会 計基準 が整理 される ことが予想 され るが,タ ク ソノ ミの

作成 に積極 的に取 り組 んでい るところか ら,XBRLの 企業へ の導入 も将来 的には拡大

す る ことが考 え られる。

スペイ ンで は,ス ペ イ ン証券取 引所がす でにXBRLを 導入 してお り,3,000以 上 の

上場 企業 がXBRLを 利 用 して財 務情報 の提 出を お こな ってい る。 また20,000以 上 の

XBRL化 された企業 レポー トが利用 で きる。 またスペ イ ン中央銀行 は金融機関 か らの

定期 的な財務 データをXBRL形 式で受領 して いる。デ ンマークではデ ンマーク商務 ・

企業庁 が会社登 録 を行 うシステムを2001年 にXBRLタ クソノ ミをベ ースに構 築 して

い る。 さ らに2003年 か らはIFRS/IASの タ クソノ ミをベ ース に した財 務報告用 の シ

ステムが運用 されている。 オラ ンダでは,"DutchTaxonomyProject"に おいて,

す べての政府 機関がXBRLを 使用 す ることによ って,業 務 負担 を4年 間 で25%減 少 さ

せ る ことに協力 して取 り組んで いる17。 また,さ ま ざまな政府機 関が独 自にXBRLを

活用 している。ベ ルギーでは,ベ ルギー中央銀行 が中心 とな り非金融企業 の財務諸表

を収集す るためにXBRLフ ォーマ ッ トに準拠 したタクソノ ミ開発 を推進 している。 ド

イツでは ドイツ国税庁 が納税 申告 にXBRLを 導入すべ く準備 を進 めている。 また フラ

ンク フル ト証券取 引所 や民 間企業 でのXBRL採 用 の動 きがあ る18。

(3)ア ジア ・パ シフ ィック地域

オース トラ リアで は,オ ース トラ リア金融監督局(APRA)が2001年 よ り,世 界

の金 融監督機 関 で初 めて11,000の 銀行 か らの報告様 式 にXBRLを 採用 して い る。 タ

ク ソノ ミやその他必要 なツールがAPRAの ホームペー ジに用意 されている。 またオー

ス トラ リア財務省課税局 では,税 金 の申告 にXBRLを 利用 してい る。

ニ ュー ジーラ ン ドでは,ニ ュー ジーラ ン ド証券取 引所 がデータ受領 の効率化,企 業

の規制 ・申告 データの電子 的な分析 お よびアナ リス トへのXBRLデ ータ提供 を 目的 と

し,パ イ ロッ トプ ロジェク トにおいて,一 部の上場企業 によるXBRLを 使用 した規制

対応 申告 を実施 している。

また韓 国では韓 国証券取 引所 が企業 情報 を投資家,ア ナ リス ト向けにXBRL情 報 に

変換 し提供 している。 中国では中国証券管理監督委員会 が上海 ・深 セ ンの証券取 引所

に上場 す る約1,500社 に対 して,XBRLに よ る報 告書 の提 出を要求 ・財務情 報 の提供
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を開始 している19。また,タ イ証券取 引所 で も2008年 よ りXBRLを 導入 してい る。

4.IFRSとXBRL

(1)IASBの 基本 スタ ンス

IASBは 運 営 団 体 で あ る国 際 会 計基 準 委 員 会 財 団(InternationalAccounting

StandardsCommitteeFoundation:以 下IASCFと す る)と 共 同でXBRLを 導入す

るための取 り組 みをお こな ってい る。IFRSが 会 計基準 の グローバル スタ ンダ ー ドと

な り,開 示様式 ではイ ンターネ ッ トによる電子 開示 が これか らの開示手段 のメイ ンに

な ってい くことか ら,XBRLを 用 いた財務報告が グローバル スタ ンダー ドとなる こと

が予想 され る。 したが って,IASCFは 早 い段階 か らIFRSのXBRLへ の対応 を検討 し

ている。

(2)XBRLの 特徴点 とIFRS

XBRLは 財務報告用 に開発 された コン ピュー タ言語で ある。 その特徴 として次 のよ

うな点 が指摘 される20。

①情報 の2次 利用が容易 になる こと

② プラ ッ トフ ォームに拘束 されない こと

③多言語対応 である こと

④ 国際仕様 である こと

⑤会計専 門家 が開発 に関わ っている こと

それぞれ の特 徴点 がイ ンターネ ッ トで これ まで主 流で あ ったHTMLと 比較 す る と

優位性 が あるが,IFRSと の関連性 を考 える と,ま た異 な った側面 か ら優位 性が指摘

でき る。① で示 した情報 の2次 利用性 はXBRLの もっと も大 きな特徴 点であ る。XBR

Lで 作成 された財務諸 表は,分 析用 の ソフ トや各種分析 ツール にデータを入力 する際,

再入力 の必要 がな く,ダ イ レク トにデータが活用 できる。 これまで情報利用者 が財務

諸表分析 をお こな う場合,紙 ベースにプ リン トアウ トした情報 を再度,入 力 し直す と

い うプ ロセスが必要 であ った。XBRLを 利用す ることによって時間 の節約 および転記

の ミス等 も大 幅に減 らす ことができる。 また複数 の企業 の財務諸表 か ら同一・項 目を抽

出 した り,経 営分析 に関 して も算 出 したい比率 につ いて計算式 をプ ログラム しておけ

ば結果 を即座 に表示 で きた り,そ の可能性 は無 限 に広 が ってい る。IFRSに よって会

計基準 の統一 が図 られ ると,情 報 の比較 可能性が格段 に上が るた め,こ のXBRLの 機

能 が大 いに役立つ こととなる。

また② や④ で示 すよ うに,XBRLは 特定の ソフ トやハー ドに依存す る ことな く,ま

たXBRLInternationa1と い う世界規模 の組織が一体 的に規格 を規定 し運営 をおこな っ
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てい るため,国 や ローカルのルール に作用 され に くい。 これ もIFRSがIASBに よ って

一体 的に基準作成 され
,か つ世界共通 ルールである状況 と共通す る と考 え られる。

③ の特 徴点 もIFRSと よ くな じむ性質 だ といえ る。 情報利用者 にと って,同 じ会計

基準 で作成 された財務諸表 は比較可能性 の観点 か らも有意義 であるが,財 務諸表 の表

示言語 は基本 的に母 国語 が採用 され るため翻訳 の手間が生 じる。XBRLそ れ 自身 には

翻訳機能 はないが,あ らか じめ複数言語 を登録す る ことができ,容 易 に言語 の変更 が

可能 なため,財 務 データ活用 の利便性 の向上 が見込 まれる。

以上 によ うに見 て くると,IFRSで 作成 された財務諸 表をXBRLに よ って電子化 し,

イ ンターネ ッ トを利用 した電子 開示 システムで公 開す る とい う開示方法 が,多 くの利

便性 を見 いだす ことができるベス トな組 み合 わせ だ といえる。

(3)IASBのXBRLへ の取 り組 み

IASBの 目標 は高品質 な会計 基準の提供す ることであ り,そ の たあには財 務諸表 の

表示方法 を組織化 し,そ の コンセプ トを明確 にす る ことが必要 である。 また財務諸表

へ のユーザーのアクセス方法 が変化 している こと,ユ ーザー層 が広 が っている こと,

な どに対処す るために もXBRLを 利用 した開示方法 が有用 であ る。

①組織

IASCFを 中心 とす るIFRSタ クソノ ミの開発 ・保守 チームは図表2の 通 りであ る。

IASBと も連携 しなが らXBRLを 重要 な開示 ツール と位置づ けている ことがわかる。

図 表21ASCF・XBRLチ ー ム の構 図

出 所:IASBの ホ ー ム ペ ー ジ(http://www.iasb.org/The+organisation/About+XBRL/About

+XBRL.htm)よ り抜 粋 。
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各 組 織 の構 成,役 割 は次 の とお りで あ る。

・IASCFXBRLTeam:5名 の メ ンバ ーで 構 成 され る。

・XBRLAdvisoryCouncil:13名 の メ ンバ ー お よ び5名 の 臨 時 メ ンバ ー で 構 成 さ れ

る。 戦 略 的 な ア ドバ イ ス を提 供 す る。

・XBRLQualityReviewTeam:18名 の メ ンバ ー お よ び5名 の臨 時 メ ンバ ー で構 成

さ れ る。 タ ク ソノ ミを レ ビュ ー し戦 略 的 な ア ドバ イ ス を提 供 す る。 タ ク ソノ ミの質

に 関す る ミー テ ィ ング を定 期 的 に 開催 す る。

・XBRLBoardAdvisors:4名 の ボ ー ドメ ンバ ー ,COO,テ ク ニ カル デ ィ レクタ ー,

XBRLチ ー ム で構 成 。 毎 月 の デ ィス カ ッシ ョンやIASBの 進 化 に お け るXBRLの 役

割,戦 略 や ビ ジ ョンを提 示 す る。

・IASCFTrustees:す べ て のXBRLに 関 連 す る活 動 を レ ビ ューす る。

② 提 供 物

・Alicense-freeIFRSTaxonomy

・タ ク ソノ ミの翻 訳(ア ラ ビア語 ,中 国語,オ ラ ンダ語,フ ラ ンス語,ド イ ツ語,イ

タ リア語,日 本 語,ス ペ イ ン語)

・TheIFRSTaxonomyGuide

・TheIFRSTaxonomyModulesManager

・TheIFRSTaxonomyIllustrated

(4)「20091FRSタ クソノ ミ」 の概要

IFRSの タ クソノ ミ設定 プ ロセスは図表3の とお りである。

図表3「20091FRSタ クソノミ」設定のプ ロセ ス

出 所:IASCFoundation"ReducingreportingburdenwithXBRL:acatalystforbetter

reporting"19thXBRLInternationalConference,June2009
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IASCFで は,以 前 よ り毎年IFRS対 応 の タク ソノ ミを提 供 して い るが,そ の知識 の

蓄積 のせ いか,組 織構成 もしっか りしてお り非常 に システマチ ックにタク ソノ ミの開

発 をお こな ってい ることがわか る。2009年 版 のタ クソノ ミは現在,ア ラ ビア語,オ

ラ ンダ語,フ ラ ンス語,ド イツ語,イ タ リア語,中 国語,ス ペ イ ン語 それに韓 国語へ

の対応 を済 ませ てい る。IFRSの ア ドブ゚シ ョン情 況 を優先 してい るの か,韓 国語へ の

対応 がは じま り,日 本語へ の対応 は遅 れている印象 である。

また,IASBは 現在,中 小企 業 向けのIFRS(SME)を 作成 してい るが,XBRLの

利用 を想 定 して タク ソノ ミをすで に用意 してい る。大手 のベ ンダー はIFRS-XBRLを

視野 に入 れた システム構築 や コンサル テ ィングをは じめている。

5.ま と め

会計基 準の ア ドプ シ ョンがすす み,IFRSを 採 用す る国は今 後 ます ます増 加す る こ

とが予想 され る。IASBは2009年6月 にパ リで開催 された第19回XBRL世 界 大会 のプ

レゼ ンテー シ ョンにおいて,今 後の予測 と して 「IFRS採 用 国が150を 超え,ア メ リ

カ との コンバ ー ジェンス ・プ ログラムが終了 し,XBRL形 式 の財務諸表 はよ り広 く使

用 され るようにな り,比 較可能性,使 いやす さが増すよ うになる。XBRLは 財務報告,

定期 的な業務報告双方 に使 えるため,管 理 コス トを低減す る ことができる。 その結果

IFRSとXBRLの 組み合わせが将来 の財務報告 の姿 とな る」 と結 んでい る21。

おそ らく,そ うい った シナ リオ が現実味 を帯 びて くる可能性 も高 いが,ま だまだク

リアす べきハ ー ドル も高 い。 まず,現 在の 日本やア メ リカのXBRLを 義務化 した(予

定 を含 む)電 子 開示 システムは,日 本基準,ア メ リカ基準 をべ一スにタク ソノ ミを開

発 し運 用 され てい る。IFRSは 原則 ベー スの会計 基準 といわれ るが,実 際に,た とえ

ば 日本 の企業 がIFRSを 採用 す るこ ととな り,財 務 諸表 をXBRL形 式 で作成 す るため

には多 くの詳 細 な規 定が必 要 にな るこ とも予想 され る。現 在 のEDINETの タ クソノ

ミはIFRSに は対応 しな いた め,別 途作成 し直す必要 が生 じる。IFRSと 日本基準 が併

存す るよ うになる とさ らに大変 になる。 これはアメ リカで も同様 である。

IASBが 指摘 しているよ うに,IFRSの 世 界的な ア ドプシ ョンは 目前 に迫 って お り,

この状況 を もっとも活用 で きる財務報 告言 語 はXBRL以 外 には存在 しない とい って も

過言 ではない。IASBはIFRS採 用 の メ リッ トを よ り大 き くす るために各種機関 を設置

しXBRLの タ クソノ ミの開発 ・保守 に力を入れて いることが何 よ りの証拠 である。今

後 はすでXBRLを 想 定 して稼働 して い る電子開示 シス テムにIFRSタ ク ソノ ミを どの

よ うに対応 させ てい くかがア ドプ ションの1つ の課題 になるで あろ う。

292



国際財務報告基準とXBRL

注

1 SEC,  "Acceptance from Foreign Private Issuers of Financial Statements prepared in 

  accordance with International Financial Reporting Standards without Reconciliation to 

 U.S.GAAP"  , December 21, 2007. 

2 SEC, "Roadmap for the potential use of financial statements prepared in accordance 

   with international financial reporting standards by  U.S.  issuers", November 14,2008.

3山 田辰巳 「IASBを 巡 る国際動向と日本の対応」『企業会計』VOL.60NO.4(2008年4月),p.29。

4山 田辰 巳 「会計基準の国際的統一の意義 と課題」『企業会計」VOL.61NO.8(2009年8月),p.26。

5平 松一夫 「会計基準国際化の歴史的経緯 と今後の課題」『企業会計」VOL,60NO.4(2008年4

月),PP.18-19。

6山 田辰巳,前 掲論文,p.26。

7東 京合意の詳細に関 してはASBJの ホームページ(http://www.asb.or.jp)を 参照。

81FRS対 策会議の他,「IASB対 応検討委員会」,「教育 ・研修委員会」,「翻訳委員会」,「個別財務

諸表開示検討委員会」,「広報委員会」が設置された。

9詳 細 については拙稿 『電子開示を巡 る国際的動向」「中部大学経営情報学部論集」第23巻 第1・

2合 併号(2009年3月),pp.33-36を 参 照。

10 Mark W Green, "Opening Remarks before the Commission Open Meeting? Interactive  Data", 

   December 15, 2008. 

11 SEC, "Interactive Data to Improve Financial Reporting  (No.33-9002)"  , January 30, 2009.

12代 表 的な企業 としてRRド ネ リー,エ ドガーオンライ ンな どがある。

13米 山徹幸 「米企業の約8割,社 内にXBRLの 専 門家なし」 ビデオ リサーチインタラクティブコラ

ム(2008年8月)。

14金 融庁 「第1四 半期に係る四半期報告書におけるxBRLデ ータの提 出結果について(http://www.

fsa.go.jp/search/20081021.html)」(2008年10月21日)に よる。

15詳 細 は拙稿 「XBRLに よ る財務情報 の電子化」『国際財務報告論」(中 央経済社,2007年8月)

を参照。

16 XBRL UK, "Government proposal to make XBRL mandatory for company tax filings from 

   2010 is a sensible and prudent step, says industry  body"  , March, 2006, p.1. 

17 EDGAR Online, "Introducing Interactive Data: The eXtensible Business Reporting Language 

   for  Today"  , pp.15-16. 
18 XBRL Japan  FFACT BOOK  7.1J November 2005, p.41. 

19 EDGAR Online, Ibid. p.15.

20XBRLの 言 語 的 特 徴 や 詳 細 に つ い て は,XBRLJapanの 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ

(http://www.xbrl.or.jp)を 参 照 。

21 Philippe DANJOU (IASB), "Reducing regulatory burden with XBRL; a catalyst for better 

 reporting", 19th XBRL International Conference (Paris, France), June 22-25, 2009.

参考文献

・河崎照行編著 『電子情報開示 のフロンティア」(中 央経済社 ,2007年)。

・河崎照行監訳 『21世紀の財務報告』(同 文舘出版 ,2007年)。

・坂上学 『会計人のためのXBRL入 門」(同 文舘出版,2007年)。

・XBRLJapan監 修,坂 上学,白 田佳子編 『XBRLに よ る財務諸表作成マニュアル』(日 本経済新聞

293



阿 部 仁

社,2003年)。

・金融庁 「第1四 半期 に係 る四半期報告書 におけるXBRLデ ー タの提出結果について」(2008年10月

21日)。

・杉本徳栄 「IFRS受 入 れを巡る米国の対応」『企業会計」VOL .60No.4(2008年4月)。

・杉本徳栄 「米国内でのIFRS適 用 に向けた動 き」『企業会計』VOL61No .1(2009年1月)。

・平松一夫 「コンバージェンス後のわが国会計基準の展望」『企業会計』VOL .61No.1(2009年1月)。

・平松一夫 「会計基準国際化の歴史的経緯 と今後の課題」『企業会計」VOL60No .4(2008年4月)。

・淵田康之 『XBRL入 門』(日 本経済新聞社,2003年)。

・山田辰 巳 「会計基準の国際的統一の意義 と課題」「企業会計」VOL .61No.8(2009年8月)。

・山田辰 巳 「IASBを 巡 る国際動向と日本の対応」『企業会計』VOL60NO .4(2008年4月)。

・米山徹幸 「本格化するXBRLエ ドガーを双方 向データに書き換えるSEC」 『IRの話 題』大和イン

ベスター ・リレーションズ(2007年2月)。

・米 山徹幸 「SEC ,XBRLデ ータの決算情報サー ビスを開始」『IRの話題』大和インベスター ・リレー

ションズ(2008年3月)。

・阿部 仁 「EDINETの 現 状 と今後 の展開～XBRLの 導入を中心 として」『中部大学経営情報学部論

集』第21巻1-2合 併 号(2007年3月)。

・阿部 仁 「EDINETに お けるXBRLの 導 入一新EDINETの 概 要 と課題一」「中部大学経営情報学部

論集」第22巻1-2合 併号(2008年3月)。

・阿部 仁 「電子開示をめ ぐる国際的動 向」「中部大学経営情報学部論集』第23巻1-2合 併号(2009

年3月)。

・阿部 仁 「XBRLに よ る財務情報の電子化」『国際財務報告論」(中 央経済社 ,2007年8月)。

・XBRLJAPAN編 「FACTBOOK9」(XBRLJAPAN2007年3月)。

• EDGAR  Online ,  "Introducing Interactive Data: The eXtensible Business Reporting Language 

for  Today"  , 2007. 
• Mark W Green , "Opening Remarks before the Commission Open Meeting ? Interactive Data" 

 Speech by SEC Staff, 2008.12. 
• SEC , "SEC Proposes New Way for Investors to Get Financial Information on Companies" 

 2008.5. 
• SEC , "Interactive Data to Improve Financial Reporting (33-8929)" 2008.5. 
• SEC , "Interactive Data to Improve Financial Reporting  (No.33-9002)" 2009.1. 
• SEC , "Acceptance from Foreign Private Issuers of Financial Statements prepared in accordance 

 with International Financial Reporting Standards without Reconciliation to U.S.  GAAP  "  , 

 December 21, 2007. 
• SEC , "Roadmap for the potential use of financial statements prepared in accordance with 

 international financial reporting standards by  U.S.  issuers", November 14, 2008. 
• XBRL UK , "Government proposal to make XBRL mandatory for company tax filings from 

 2010 is a sensible and prudent step, says industry  body"  , March, 2006,  p.l.

294


